






要約:我々は前回大阪地区においては厚生省の所定の予防処置を終了した児の抗体獲得状

況と HBV の感染率を調査した。その結果,厚生省方式を受けた乳児はフォローアップ方式

を受けた乳児に比べて HBs 抗体が低値である例が多く,かつ HBV 感染が多いことが明らか

になった。以上の我々のデータを参考にして平成元年 4 月から大阪府は 3 回の HB ワクチ

ン後の追跡検査を公費負担で認めている。従って B型肝炎母子感染予防の成績が前回の追

跡調査よりも改善することが期待される。実際の予防処置実施状況に関しても今回の追跡

調査で明らかにできるものと考えられる。


